
廃棄物・エネルギー分野における環境国際協力を通じた
地域ブランディングと技術輸出

取り組み年表
●地域独自の取り組み

草の根※「スマラン市環境教育指導者育成事業」（インドネシア）

2007-　JICA研修員受入れ（環境管理、水資源・処理、生産技術・地場産業活性化、省・新エネルギー、保健衛生・都市開発他）

民間連携※・普及実証「廃棄物のリサイクル」（インドネシア）

北九州の環境技術
北九州市は、かつては製鉄のまちとして大きな発展を遂
げました。しかし、深刻な大気・水質汚染による公害を経
験すると共に、人口増加に伴う都市廃棄物への対応を迫
られるなど、様々な課題に直面してきました。これらの課題
解決のため、北九州市では、産官学民の連携による合理
化・効率化の促進や産業構造改革を行ない、環境モデル
都市やグリーン成長都市として国内外で高い評価を得て
きました。国内の市場が小さくなっていく中で、北九州市
が克服してきた課題に現在直面している途上国の環境改
善のために、北九州市の持つノウハウを活かした国際協
力活動を促進させていくことになりました。

北九州の国際協力
北九州市の国際協力活動は、北九州市、公益財団法人北
九州国際技術協力協会（KITA）、公益財団法人地球環境戦
略研究機関（IGES）、アジアカーボンニュートラルセンター
が中心となって展開しています。①公害克服の経験とノウ

ハウ、②優れた環境技術と社会システムの集積、③環境国
際協力を通じたアジア諸都市との緊密なネットワークなど
の地域資源を活用しながら、技術輸出の支援、専門人材の
育成、調査研究・情報発信などを通じて国際協力に取り組
んでいます。
アジア諸国と環境分野に力点を置いた覚書を締結し、環境
省の事業やCLAIRの事業、JICA事業等を活用しながら、途
上国の人材育成や制度基盤構築を支援しています。草の
根技術協力事業では、廃棄物分野を中心に、環境教育やエ
ネルギ－関連のプロジェクトを、東南アジアの様々な国で
実施してきました。民間連携事業（中小企業・SDGsビジネス
支援）は、これまで市が草の根技術協力事業で取り組んだ
強みのある分野・国/地域において、地元企業の海外展開
に注力しています。また、途上国からの研修受入れは、①環
境管理、②水資源・処理、③生産技術・地場産業活性化、④
省・新エネルギー、⑤保健衛生・都市開発の5分野にフォー
カスし、168ヵ国、1万人以上の研修員を受け入れています。
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地域のアイデンティティの向上
一連の環境国際協力活動は国際機関や協力相手からの
高い評価を得ており、この実績の積み上げが環境都市・
北九州のブランディングや、市民のシビックプライドの醸
成に寄与しています。

地域人材の育成
一連の活動が高く評価されることが、関係者のコミットメ
ントやモチベーション維持に貢献するだけでなく、市民に
環境国際協力の理解を促し、将来の環境人材の育成にも
貢献しています。

企業の海外展開
北九州市では、国際協力活動への取り組みを通じて、市
民や市内関係主体への還元を意識した戦略を展開して
います。現在は、複数の協力先都市に事務所やネットワー
クを築き、市内企業の海外展開を支援しています。

上位政策における位置づけ： 北九州市では、国の政
策や社会情勢、市民の意向を踏まえ、環境国際協力施策
を段階的に位置づけ、協力活動を根付かせてきました。

多様な関係主体との連携： 北九州市は、国際協力初期
の頃から、市内企業など様々な関係機関と協働してきた
経験から、協力相手のニーズに応じて、最適なプログラム
の組成とその提供が可能です。

協力メニューの体系化と理解促進： 協力メニューを
構成するノウハウを北九州モデルとして体系化し、市内
の学習施設を充実させることで包括的な理解を促す体制
を形成してきており、環境国際協力の継続要因となって
います。

外部資金の活用： 北九州市は環境国際協力を継続する
ために、JICAや環境省などの国際協力事業を積極的に活
用しています。

草の根技術協力事業協力隊派遣前訓練
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研修員受入れ

草の根技術協力
事業


